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末に、啓蒙書『やればできるよ IT 活用 - 子ども達の






































































































































































































































































































     － インフォ・フェアにおける取り組み －
　コンピュータが導入されて二年半の志賀小学校に、
インフォ・フェアにおける教育企画の話が舞い込んで
きた。「わたしたちのITレポート−しらべて、まとめて、
発表しよう−」という、子ども達がインフォフェアの
企業展示を取材し、調べたことを 10 分程度のプレゼ
ンにまとめ、大ホールで発表するという内容である。
　この二年半、コンピュータを活用した教育実践の内
容は、
○インターネットによる情報収集
○ハイパーキューブねっとＪｒを活用して
　・ワープロ　　　・お絵かき
　・表計算　　　　・メール
　・掲示板　　　　・音楽作成
　・ホームページ作成
○算数、社会、理科などの教科ソフトの活用
などである。子どもたちはコンピュータを活用するこ
とが好きで、どの子も生き生きと活動していたが、パ
ワーポイントの利用はほとんどしていなかった。
　また、総合的な学習の時間や教科教育において、以
下のような「調べ・まとめ・発表する」活動を行って
きていた。
○修学旅行の見学先のことを調べ、テレビ番組にまと
め、全校に発信する。
○福祉的な内容のことを調べ、体験し、テレビ番組に
まとめ、全校に発信する。
　しかし、短時間で調べ・まとめ・発表するような活
動は行っていなかった。
　以上のような現状から、インフォ・フェアの教育企
画に参加するに当たって、事前に次のような取り組み
をし、子どもたちのスキルアップを図ろうと考えた。
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○パワーポイントによるプレゼンテーション作成と発
表。
○デジタルビデオやデジタルスチルカメラを活用し、
短時間で取材し、まとめ、発表する活動。
　まず、デジタルスチルカメラ、デジタルビデオ、パ
ワーポイントを利用して「学校紹介プレゼンテーショ
ン」を作成してみた。志賀小学校のことを、知らない
人に分かるように知らせる、という主旨で取り組んだ
のであるが、やはり短時間で作成するとなると、なか
なか難しい。取材し、内容を整理し、まとめ、追取材
をし、さらにまとめなおし、プレゼンテーションを作
成していく。やはり時間はどんどん過ぎ、4 時間くら
いかかってしまった。子どもたちにとって志賀小学校
のことはよく知っていることなので、学校の特徴をよ
く調べ、まとめられていた。また、プレゼンテーショ
ンも思ったよりもスムーズに作成できていた。しかし、
そのプレゼンテーションを見てみると、原稿を作って
読むという形式をとってしまったため、かたい発表と
なってしまった。また、パワーポイントのスライドも
文字が多すぎたり、見ている人を惹きつけるような工
夫はできていなかったりした。
　次に、大学から教員とサポーターの大学生 5人に来
ていただいて、プレゼン講習を行った。内容は、グル
ープ紹介プレゼンテーション作成と発表である。まず、
事前に用意されたプレゼンテーションを見た。子ども
たちは、プレゼンテーションの簡潔さ、また、分かり
やすさを感じ、さらに写真のサイズ変更やオートシェ
イプの使用、ワードアートの使用の仕方などを学んだ。
その後、サポーターの大学生と一緒にグループ紹介プ
レゼンテーションを作成した。より年齢の近い大学生
と一緒に活動する子どもたちは、どの子も生き生きと
活動できていた。また、グループに一人ずつ大学生が
ついたことにより、行き届いたスキル指導も行えてい
た。各グループともに大胆なスライド構成ができ、前
回とは一味も二味も違ったプレゼンテーションが行え
た。また、原稿を書いて見ながら発表するのではなく、
パワーポイントのスライドを見ながら発表していく、
という瞬発力も身につけられた。この事前のプレゼン
講習のおかげで、情報機器活用のスキルが随分アップ
したように感じた。
　インフォ・フェア当日。会場に入り、展示ブースや
発表の場となる大ホール、活動の場となる部屋を見て
回った。どの子も目を輝かせ、これから始める活動を
楽しみにしていた。
　まず、展示ブースを下見し、どの展示を取材の対象
にするのかをしぼった。事前にある程度考えていた取
材対象であったが、実際に見てみると実感がわき、ど
のような取材をしていけばよいかも考えられたようで
あった。
　それから一次取材。デジタルビデオ、デジタルスチ
ルカメラを携え、展示ブースに向かった。最初、子ど
もたちは少し緊張してなかなか取材を切り出せなかっ
たりもしていたが、大学生のサポートなどもあり、徐々
に慣れてきた。実際に、人に対して取材する活動はあ
まり行えていなかったので心配もあったが、子どもた
ちは積極的に取り組むことができた。
　取材内容を持ち帰り、プレゼンテーションを作成し
ていく。写真を取り込んだり、説明を加えたり、スラ
イドを作成していくのであるが、大学生にサポートし
てもらいながら、自分たちの手でスライドを作成して
いった。
　そして、二次取材。プレゼンテーションを作成して
みて足りない内容を、さらに取材した。一次取材より
もスムーズに活動でき、自分たちでどんどん進めるこ
とができるようになってきていた。
　そして、さらにスライドを作成し、発表の練習を行
った。ここでは、コメンテータと大学教員から、さら
にどのような工夫を加えたらよいのかについてアドバ
イスを受けた。
　アドバイスを元にスライドを編集したり、構成し
なおしたりして、いよいよ本番の発表である。大ホー
ルでの発表はどの子も緊張するであろうと予想された
が、意外と緊張も少なく、プレゼンテーションできて
いた。原稿を見ながら発表する子も少なく、スライド
を見ながら、発表することができていた。情報活用能
力の中でも、特に瞬発力が付いたと感じた。また、湖
面テータに御好評頂き、さらに子どもたちの自信にも
つながったのではないかと考えている。
　このインフォ・フェアに向けての一連の取り組みに
より、子どもたちは情報を収集し、整理し、まとめ、
発信するといった能力が随分高められたと感じてい
る。一日という短い時間で全ての工程を行ってしまう
ということは、なかなか大変なことである。しかし、
どの子も楽しく、積極的に取り組めたことは、情報活
用能力育成において、こういった活動が大変有効であ
るということ、さらにサポーターの大学生がいること
により、より情報活用能力が高められるということを
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物語っていると考える。
　情報をよりよく活用していく能力は、情報化社会が
急速に発展していく現在、必要不可欠なものである。
今回の企画のようなものが、これからさらに教育現場
に取り入れられるとよいと思った。（中井）
４．取り組みの成果と課題
　これらの取り組みは、すべて教育の情報化に関わる
実践研究である。例えば研修会も、企画から関わり、
役割を分担することで研修会の意味を考え、自分の役
割を考えながら模擬授業や事例発表を行うという実践
活動となる。同時に、こうした活動を通して、自らの
実践を振り返る機会ともなる。
　研究者も、プロジェクトの運営、普及啓蒙書籍の制
作、研修会や教育イベントの企画実施等に関わりなが
ら、教育現場での実践から学ぶと同時に、自らの実践
として取り組み、活動を振り返ることによって学んで
いくのである。
　こうした活動を行う場を設定することがまず必要で
あろう。大学が実質的な地域貢献、地域連携を実現す
る努力をすることが出発点なのである。プロジェクト
研究の受託による研究グループの組織化、私的な研究
会、イベントへの協力、既存の研究会活動への支援な
ど、連携の在り方は様々である。こうした機会を実践
研究の場として捉え、現場の教員、教育委員会の指導
主事、大学の研究者等が協働する場にすることができ
るかどうかが問われるのである。協働の場づくりによ
る地域貢献を通して、『教育の情報化』を推進する人
材育成が実現すると考えられる。
　それぞれが、こうした活動によって一人ひとりの実
践研究の力量を高めていくことができたかどうかにつ
いては、評価が難しい。『教育の情報化』が普及したか
どうかについても同様である。しかし、実施した研修
会が一定の評価を得られたこと、ＩＴ授業研究会が松
下教育財団の実践研究助成を獲得したことなど、研究
集団としての力量は高まっていると考えられ、実践研
究を推進できる人材が増えたことは間違いないだろう。
　今年度は、地域貢献特別支援事業において、模擬授
業を中心とした参加型研修会の充実と学校研究会等へ
の出前研修に取り組むことにした。これは、地域にお
ける人材と共同研究が可能な学校の発掘を意図した取
り組みである。
　また、スクールボランティア活動と教員研修を融合
させた取り組みもスタートした。教員養成の観点から
も、学生がこうした活動に関わり、教育実践力や実践
研究能力の育成につなげていくことが望ましい。
　いずれにしても、人材の育成と普及啓蒙活動は、長
期にわたって行う必要があり、地域の大学として継続
して取り組んでいくことが重要であろう。（野中）
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